
今
回
は
、
５
月
の
連
休
を
利
用
し
て
、

５
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
、
Ｊ
Ｃ
労
働
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
西
日
本
コ
ー
ス
の
校
長
を

お
願
い
し
て
い
る
平
田
哲
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｖ
Ｃ
）
代
表
の
ネ

パ
ー
ル
訪
問
に
、
Ｊ
Ｃ
本
部
の
若
松
英
幸

事
務
局
次
長
と
渡
辺
美
知
夫
の
２
名
が
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
、
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
・
ダ
リ
ッ
ド
協
会
）
と
ア
ス
マ
ン
・
ネ

パ
ー
ル
の
２
つ
の
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
交
流
、

現
地
状
況
の
調
査
も
行
っ
た
の
で
、
レ
ポ

ー
ト
す
る
。

ネ
パ
ー
ル
に
は
、
日
本
か
ら
の
直
行
便

は
な
い
。
５
月
３
日
に
関
西
空
港
か
ら
一

旦
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
到
着
、
一
泊
し
て

翌
日
５
月
４
日
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ

ン
ズ
に
午
後
到
着
、
そ
の
足
で
、
Ａ
Ｖ
Ｃ

の
現
地
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ

る
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
ダ
リ
ッ
ト

協
会
）
本
部
を
訪
問
し
た
。

現現
地地
ＮＮ
ＧＧ
ＯＯ
『『
ＦＦ
ＥＥ
ＤＤ
ＯＯ
』』

のの
新新
本本
部部
をを
訪訪
問問

Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
、
ダ
リ
ッ
ト
（
被
差
別
カ

ー
ス
ト
）
の
女
性
に
よ
り
１
９
９
４
年
に

設
立
さ
れ
た
。
カ
ー
ス
ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
二
重
差
別
に
苦
し
む
女
性
た
ち
の
エ
ン
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パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
権
利
回
復
・
生
活
向
上

の
た
め
の
教
育
、
保
健
衛
生
、
収
入
向
上
、

啓
発
活
動
、
政
策
提
言
な
ど
を
行
っ
て
い

る
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。

Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
本
部
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内

の
南
部
に
位
置
し
て
い
る
。
最
近
、
事
務

所
を
移
転
し
、
事
務
所
内
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
と
こ
ろ
だ
。
移
転
・
リ
フ
ォ
ー
ム
費

用
は
10
万
ド
ル
か
か
っ
た
が
、
そ
の
半
分

は
銀
行
か
ら
借
り
た
と
の
こ
と
だ
。
今
度

の
新
し
い
本
部
に
は
、
宿
泊
施
設
を
備
え

た
女
性
の
教
育
セ
ン
タ
ー
、
リ
ソ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
活
動
の
一
助
に
と
３
人

で
個
人
的
に
３
０
０
ド
ル
の
寄
付
を
若
松

次
長
か
ら
ア
ル
ジ
ェ
代
表
に
手
渡
し
た
。

平
田
Ａ
Ｖ
Ｃ
代
表
が
挨
拶
に
立
ち
、「
ア

ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
の
間
に
、
５
年
間
の
協
力
計

画
書
を
締
結
し
て
、
相
互
に
協
力
し
な
が

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
て
き
た
が
、

こ
の
５
年
間
、
着
実
に
実
績
を
あ
げ
て
き

た
と
評
価
し
て
い
る
。
Ａ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
は
、

引
き
続
き
新
た
な
５
年
間
の
協
力
計
画
書

を
締
結
し
て
、
更
に
協
力
関
係
を
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
Ａ
Ｖ
Ｃ
と
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と

の
協
力
関
係
の
維
持
・
継
続
へ
の
意
欲
を

述
べ
た
。

Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
代
表
で
あ
る
ド
ゥ
ル
ガ
女
史

は
、
最
近
の
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
Ａ
Ｖ
Ｃ
の

こ
の
５
年
間
の
支
援
に
対
し
て
心
か
ら
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
Ａ
Ｖ
Ｃ

の
協
力
・
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
し
た
い
。

こ
の
本
部
事
務
所
に
寮
を
併
設
し
た
教
育

研
修
所
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
Ｆ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
は
ネ
パ
ー
ル
国
内
30
地
域
に
支
部
を

持
っ
て
、
啓
発
活
動
、
教
育
活
動
、
所
得

向
上
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
貯
金
活
動
、
保

健
・
公
衆
衛
生
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い

◆
ネ
パ
ー
ル
訪
問
記
◆

神神
々々
しし
いい
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
にに

魅魅
せせ
らら
れれ
てて

FEDOのドゥルガ代表に寄付金を手渡す若松次長

FEDOの新本部を訪問（中央がAVCの平田代表）

神々しいヒマラヤの山々が歓迎（中央がマチャプチュレ山）
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る
。
ネ
パ
ー
ル
の
経
済
状
況
は
少
し
良
く

な
っ
て
い
る
。
政
治
情
勢
は
、
ま
も
な
く

新
憲
法
を
制
定
す
る
過
程
に
あ
る
。
そ
う

い
う
中
で
、
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
活
動
を
再
開
さ

せ
た
と
こ
ろ
だ
」

ナナ
ガガ
ルル
ココ
ッッ
トト
のの
山山
頂頂
かか
らら

５
月
４
日
（
金
）
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
訪
問
後
、

元
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職

員
で
現
在
、
駐
ネ
パ
ー
ル
の
日
本
大
使
館

で
勤
務
さ
れ
て
い
る
山
本
愛
さ
ん
も
案
内

役
で
加
わ
り
、
４
人
で
ネ
パ
ー
ル
を
旅
し

た
。
運
が
良
く
晴
れ
て
い
れ
ば
エ
ベ
レ
ス

ト
が
見
れ
る
と
い
う
ナ
ガ
ル
コ
ッ
ト
の
山

頂
の
ホ
テ
ル
へ
出
発
。
道
路
は
途
中
か
ら

は
舗
装
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
山
道
を
ミ
ニ

バ
ス
で
飛
ば
す
。
ま
る
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
の
よ
う
、
断
崖
絶
壁
の
悪
路
、
ス

リ
ル
満
点
の
１
時
間
半
程
の
ド
ラ
イ
ブ
だ

っ
た
。

日
本
人
と
ネ
パ
ー
ル
人
の
共
同
経
営
の
山

頂
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
　
Ｎ
Ｉ
Ｗ

Ａ
」
に
到
着
。
夕
食
は
、
お
弁
当
ス
タ
イ

ル
で
、
和
食
と
ネ
パ
ー
ル
食
の
あ
い
の
こ

と
い
う
感
じ
。
地
ビ
ー
ル
の
エ
ベ
レ
ス
ト

ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
た
が
、
口
当
た
り
が
軽

く
意
外
に
お
い
し
い
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
。

バ
ン
コ
ク
か
ら
カ
ト
マ
ン
ズ
に
空
路
移
動

し
て
、
ま
た
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
ナ
ガ
ル
コ

ッ
ト
に
車
で
移
動
し
て
、
み
ん
な
く
た
く

た
。
午
後
10
時
前
に
は
、
み
ん
な
ダ
ウ
ン

し
て
各
自
の
部
屋
へ
。
ナ
ガ
ル
コ
ッ
ト
の

ペ
ン
シ
ョ
ン
は
部
屋
に
テ
レ
ビ
も
な
く
、

標
高
２
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
間
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。

翌
朝
５
月
５
日
５
時
す
ぎ
、
あ
た
り
が

薄
ぼ
ん
や
り
と
し
て
き
た
の
で
、
日
の
出

を
見
よ
う
と
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
た
。
エ
ベ
レ

ス
ト
な
ど
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
雲
が
か
す
ん
で
見

え
な
か
っ
た
が
、
太
陽
が
オ
レ
ン
ジ
色
の

顔
を
見
せ
、
山
々
は
か
す
ん
で
水
墨
画
の

よ
う
に
幻
想
的
だ
っ
た
。
ベ
ラ
ン
ダ
の
イ

ス
に
こ
し
か
け
、
耳
を
澄
ま
す
と
、
聞
こ

え
る
の
は
時
折
の
鳥
の
さ
え
ず
り
の
み
。

少
し
ず
つ
日
が
昇
る
幻
想
の
瞬
間
だ
。
な

か
な
か
味
わ
い
深
い
朝
の
ひ
と
と
き
だ
っ

た
。
５
時
半
過
ぎ
、
若
松
さ
ん
も
隣
の
部

屋
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
姿
を
見
せ
た
。
喧
噪
の

町
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
35
㎞
離
れ
た
ナ
ガ
ル

コ
ッ
ト
の
山
頂
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
嘘
の
よ

う
に
静
か
だ
っ
た
。

喧喧
噪噪
のの
パパ
ノノ
ララ
ママ
写写
真真
売売

りり
のの
少少
年年
達達

朝
食
の
時
間
ま
で
ベ
ッ
ド
で
う
と
う
と

ＦＥＤＯの紹介
◆ 正式名称：フェミニスト・ダリット協会（Feminist Dalit Organization）
◆ 職員数：45名（2005年8月現在）。現在、ネパールの30郡（75郡中）郡委員会
があり、会員は6000人。中央委員会を含めて23の委員会の理事は185人。全
部で300グループある。受益者は45000人。

◆活動地域：ダリットの多い平野部や中西部、極西部地域が中心。
◆ 活動内容：ダリット（抑圧された者）と呼ばれる被差別カーストの女性達によっ
て設立された団体。カーストとジェンダーの二重の差別に苦しむダリット女性た　
ちの能力向上と自立をめざして、主に啓発、教育活所得向上、保健・公衆衛生な　
どの活動をしている。

◆ 啓発活動：社会的差別を受け、困難な立場にいるダリットの人々の現状や、カー
スト及びジェンダーによる差別の撤廃を、ワークショップやセミナーを通して広
く社会に啓発。また、ダリットの女性、男性に対しても、自分たちの置かれてい
る状況や、本来保障されるべき権利などについての啓蒙プログラムを実施。

◆ 教育：多くのダリットの女性が非識字であり、このことが社会活動に参画できな
い一因となっている。ＦＥＤＯは識字こそが様々な活動のエントリーポイントと
位置づけ、ダリット女性グループや学校に行けない子供たちを対象に、インフォ
ーマル教育を行っている。さらに、高校や職業学校に行くための奨学金も供与し
ている。その他、助産士や保健士など、地域社会の将来を担う人材の育成も行っ
ている。

◆ 所得向上：ダリットの女性たちがグループを結成した後、生産的な活動に従事で
きるように、様々な研修を受けられるようにしている。特にＦＥＤＯはこれらの
グループに少額の回転資金を供与し、高利貸しを利用しなくてすむグループ貯金
活動を推進している。また、帳簿の付け方など必要な技術を教えて、グループが
自己資金で家畜飼育、野菜生産などの活動を行い、所得が向上するように指導し
ている。

◆ 保健・公衆衛生：安全な飲料水を確保するための水道事業や、トイレの設置を行
い、これらの事業と同時に病気予防や衛生についても指導し、ダリットの健康状
態の改善を目指している。

ネパールの労働一口メモ
◎学校の教師の月給：1万円位
◎ＮＧＯの新入社員の月給：約1万5千円
◎タクシー初乗り：8ルピー（約16円）

◎バス：5ルピー～8ルピー（10円から
16円）で市内のどこにでも行ける。
◎平均寿命は55～56歳

家の壁に使う土を袋に詰める姉妹（ナガルコット）
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し
て
い
る
と
、
７
時
半
頃
、
ド
ア
を
ど
ん

ど
ん
と
叩
く
音
、
何
事
か
と
思
っ
た
ら
、

平
田
先
生
が
、「
下
の
裏
庭
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
売
っ
て
い
る
か
ら
、

お
土
産
に
最
高
だ
か
ら
買
い
な
さ
い
」
と

元
気
一
杯
の
声
。
昨
晩
は
ビ
ー
ル
を
少
し

飲
ん
だ
ら
、
す
ぐ
に
ダ
ウ
ン
さ
れ
た
の
に

一
晩
ゆ
っ
く
り
休
ん
だ
ら
、
も
う
エ
ン
ジ

ン
全
開
。
す
ぐ
に
身
支
度
し
て
下
に
降
り

て
１
階
の
食
堂
前
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
る
と
、

待
っ
て
い
た
10
人
く
ら
い
の
物
売
り
の
少

年
達
が
、
我
先
に
と
何
か
を
叫
び
な
が
ら
、

多
分
「
こ
っ
ち
の
買
っ
て
よ
」、「
こ
っ
ち

の
が
最
高
だ
よ
」
な
ど
と
叫
び
な
が
ら
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
売
り
に
群

が
っ
て
く
る
。
す
さ
ま
じ
い
熱
気
に
負
け

て
、
１
本
２
０
０
ル
ピ
ー
で
10
本
買
っ
た
。

合
計
２
０
０
０
ル
ピ
ー
。「
少
し
ま
け
る
よ

う
に
言
っ
て
も
い
い
で
す
か
」
と
平
田
先

生
に
聞
い
た
ら
、「
こ
ん
な
山
の
上
で
商
売

し
て
い
る
ん
だ
か
ら
大
変
な
ん
だ
。
少
し

で
も
み
ん
な
が
潤
う
よ
う
に
、
２
０
０
ル

ピ
ー
で
買
っ
て
上
げ
た
方
が
い
い
よ
」
と
。

私
も
「
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
。
先

生
も
10
本
買
わ
れ
て
い
た
。
同
行
し
て
く

だ
さ
っ
た
山
本
愛
さ
ん
も
半
分
あ
き
れ
顔

だ
っ
た
。

朝朝
食食
後後
のの
散散
歩歩
〜〜
ミミ
ルル
クク

缶缶
運運
びび
人人
とと
すす
れれ
違違
うう

朝
食
後
、
４
人
で
散
歩
に
出
か
け
た
。

山
道
を
小
一
時
間
歩
い
た
。
平
田
先
生
は

途
中
で
リ
タ
イ
ア
。
途
中
で
ミ
ル
ク
缶
運

び
の
男
達
と
何
人
も
す
れ
違
っ
た
。
聞
け

ば
毎
日
、
麓
の
自
分
の
家
で
飼
っ
て
い
る

山
羊
の
乳
を
搾
っ
て
、
金
属
製
の
器
に
い

れ
て
背
中
に
担
い
で
、
一
山
越
え
た
と
こ

ろ
に
あ
る
チ
ー
ズ
工
場
に
持
っ
て
行
く
の

だ
と
い
う
。
そ
の
手
間
賃
が
一
本
運
ん
で

（
多
分
３
〜
４
時
間
以
上
は
か
か
る
だ
ろ

う
）
１
５
０
ル
ピ
ー
（
約
３
０
０
円
）
と

い
う
。
大
変
な
重
労
働
で
し
か
も
裸
足
の

人
も
多
い
。
次
に
渡
辺
と
山
本
さ
ん
が
立

ち
止
ま
っ
た
。
若
松
さ
ん
は
は
る
か
山
の

下
の
方
の
小
学
校
ま
で
行
っ
て
手
を
振
っ

て
い
た
。
そ
の
健
脚
ぶ
り
に
は
脱
帽
。

静静
寂寂
のの
地地
ナナ
ガガ
ルル
ココ
ッッ
トト
かか

らら
喧喧
噪噪
のの
カカ
トト
ママ
ンン
ズズ
へへ

朝
９
時
半
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
出
発
。
フ

ロ
ン
ト
の
人
や
従
業
員
の
方
が
見
送
っ
て

く
れ
た
。
み
ん
な
と
て
も
親
切
で
気
持
ち

良
か
っ
た
。
運
転
手
さ
ん
に
、
日
本
か
ら

持
っ
て
き
た
一
口
羊
羹
と
チ
ッ
プ
の
お
金

を
上
げ
た
ら
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た
。
途

中
、
山
の
上
の
小
さ
な
集
落
の
市
場
で
車

か
ら
降
り
て
、
少
し
歩
い
て
み
た
。
若
様

が
八
百
屋
で
ミ
カ
ン
を
買
っ
た
ら
、
近
所

の
人
た
ち
が
物
珍
し
そ
う
に
み
ん
な
で
寄

っ
て
き
た
。
肉
屋
の
店
頭
に
毛
皮
を
は
が

さ
れ
た
山
羊
の
頭
が
二
つ
置
か
れ
て
い
た

の
に
は
度
肝
を
抜
か
れ
た
。
で
こ
ぼ
こ
道

を
降
り
て
、
一
路
カ
ト
マ
ン
ズ
の
飛
行
場

へ
。
飛
行
場
近
く
の
道
路
は
、
車
と
バ
ス

と
バ
イ
ク
な
ど
で
大
渋
滞
。
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
音
が
や
か
ま
し
い
。
日
本
で
は
、
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
は
よ
っ
ぽ
ど

危
な
い
時
だ
け
だ
が
、
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内

で
は
、
信
号
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
乗
用
車
、

馬
車
、
牛
車
ま
で
道
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
て

い
る
の
で
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
鳴
ら
し
っ

ぱ
な
し
が
当
た
り
前
と
い
う
感
じ
だ
。
よ

う
や
く
カ
ト
マ
ン
ズ
の
国
内
空
港
に
到
着
。

神神
々々
のの
宿宿
るる
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
にに

近近
いい
町町
ポポ
カカ
ララ

カ
ト
マ
ン
ズ
空
港
か
ら
空
路
30
分
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
よ
く
見
え
る
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

の
出
発
点
と
し
て
有
名
な
ポ
カ
ラ
の
町
に

到
着
。
５
月
は
、
雲
が
多
く
、
万
年
雪
を

抱
い
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
は
め
っ
た
に
拝

む
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
。
晴
れ

男
の
若
松
さ
ん
に
期
待
し
つ
つ
も
、
半
分

あ
き
ら
め
気
分
も
あ
り
、
マ
チ
ャ
プ
チ
ュ

レ
（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
テ
ー
ル：

魚
の
尻
尾
）

と
い
う
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
の
名
前
を
と
っ
た

ホ
テ
ル
で
眠
り
に
つ
い
た
。

５
月
６
日
早
朝
、
太
陽
の
光
で
目
が
覚

め
た
。
何
か
予
感
が
し
た
が
、
着
替
え
て
、

ホ
テ
ル
の
一
番
眺
望
の
良
い
ポ
イ
ン
ト
に

行
く
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
客
た
ち
が
、

も
う
10
人
く
ら
い
来
て
、
眼
前
の
湖
ご
し

に
山
を
眺
め
て
い
た
。
そ
の
方
向
に
目
を

や
る
と
、
山
々
の
さ
ら
に
奥
の
方
に
、
真

白
い
、
神
々
し
い
ま
で
に
厳
か
な
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
山
々
が
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
た
。
そ

急峻な山道を黙々と歩むミルク缶運び人

喧噪に満ちたカトマンズ市内の道路 八百屋でみかんを買うと人だかりが（右が若松氏）
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の
真
ん
中
に
あ
る
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
似

た
山
が
こ
の
ホ
テ
ル
の
名
前
に
も
な
っ
て

い
る
マ
チ
ャ
プ
チ
ュ
レ
だ
。
正
面
か
ら
見

る
と
と
が
っ
て
見
え
る
が
、
側
面
か
ら
見

る
と
、
魚
の
尻
尾
み
た
い
に
真
ん
中
が
え

ぐ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
午
前
中
の
観

光
地
め
ぐ
り
を
変
更
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
が

さ
ら
に
鮮
明
に
見
え
る
と
い
う
山
サ
ラ
ン

コ
ッ
ト
の
山
腹
ま
で
車
で
行
き
、
そ
こ
か

ら
徒
歩
で
眺
め
の
い
い
地
点
ま
で
登
っ
た
。

土
産
物
店
の
人
か
ら
も
、
あ
な
た
達
は
運

が
い
い
ね
、
昨
日
ま
で
雲
が
か
か
っ
て
何

週
間
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
日
の
午
前
中
は
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
を
飽
き
ず
に
見
て
、
過

ご
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
標
語
に
「
祖
国
は

天
国
よ
り
素
晴
ら
し
い
」
と
の
言
葉
が
あ

る
が
、
確
か
に
こ
の
神
々
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
姿
を
見
て
い
る
と
ち
っ
ぽ
け
な
人
間
界

の
些
末
な
で
き
ご
と
な
ど
バ
カ
ら
し
く
な

っ
て
し
ま
う
。
午
後
に
な
る
と
も
う
ヒ
ヤ

ラ
ヤ
は
白
い
雲
海
の
中
に
姿
を
消
し
て
し

ま
い
、
滞
在
中
そ
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
６
日
晩
に
は
、
ポ
カ
ラ
の
韓

国
料
理
店
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
ダ
ム
建
設

の
現
地
説
明
会
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
清
泉
女
子
大
学
の
真
崎
克
彦
助
教
授
と

夕
食
を
一
緒
に
と
り
、
懇
談
し
た
。

再再
びび
カカ
トト
ママ
ンン
ズズ
へへ
、、そそ
しし

てて
アア
スス
ママ
ンン
ネネ
パパ
ーー
ルル
へへ

５
月
７
日
午
後
、
ポ
カ
ラ
で
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
見
学
を
終
え
、
再
び
空
路
、
喧
噪
の
町

カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
り
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア

ス
マ
ン
ネ
パ
ー
ル
の
事
務
所
を
訪
問
、
活

動
状
況
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

ま
だ
Ａ
Ｖ
Ｃ
と
の
交
流
・
協
力
実
績
は
な

い
が
、
Ａ
Ｖ
Ｃ
代
表
が
見
え
る
と
い
う
の

で
、
先
方
か
ら
の
来
所
の
要
請
に
応
え
た

も
の
だ
。

ア
ス
マ
ン
ネ
パ
ー
ル
（
Ａ
Ｓ
Ｎ
）
は
、

今
か
ら
18
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の
女
性
教
育

者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
組
織

目
標
と
し
て
、
①
児
童
労
働
の
廃
絶
、
子

供
教
育
の
徹
底
と
普
及
促
進
、
②
村
落
、

地
域
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
出
生
届
の
登
録

の
促
進
、
③
幼
児
婚
の
廃
止
と
意
識
づ
く

り
、
④
子
供
の
健
康
状
態
の
向
上
を
掲
げ
、

計
画
と
実
行
に
基
づ
き
、
開
発
と
子
供
の

権
利
保
障
を
率
先
し
て
行
っ
て
き
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
女
性
グ
ル
ー

プ
、
青
少
年
団
、
学
校
運
営
委
員
会
、
牧

師
、
地
域
組
織
、
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
な
ど
地
域
支
援
組
織
と
の
活
動
も
含
ま

れ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｎ
は
ネ
パ
ー
ル
の
ダ
ヌ
ー
シ

ャ
、
マ
ホ
タ
リ
、
サ
ル
ラ
ヒ
地
方
の
64
の

村
落
委
員
会
に
お
い
て
、
１
１
５
以
上
の

政
府
学
校
と
５
歳
か
ら
14
歳
の
６
万
６
９

４
５
人
の
子
供
た
ち
を
相
手
に
活
動
し
て

い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｎ
の
主
な
成
果
と
し
て
は
、

３
つ
の
地
方
に
お
け
る
、
就
学
率
の
向
上
、

出
生
登
録
数
の
上
昇
、
学
校
に
お
け
る
学

習
環
境
の
改
善
、
図
書
館
の
増
設
、
栄
養

失
調
児
の
減
少
が
上
げ
ら
れ
る
。

平
田
代
表
の
、「
ネ
パ
ー
ル
の
貧
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
人
々
の
い
る
中
で
、
何

に
一
番
力
を
い
れ
て
い
る
の
か
」
と
の
質

問
に
対
し
て
、「
地
域
の
共
同
体
に
接
し
て
、

両
親
の
み
で
な
く
、
子
供
を
と
り
ま
く
全

て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
共
同
作
業

で
、
現
地
の
文
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
尊
重
し
て
、
児
童
労
働
の
廃
絶
と
児

童
教
育
の
徹
底
の
た
め
に
、
教
師
や
青
年

団
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
」。
平

田
代
表
「
実
際
、
現
場
で
活
動
し
て
い
る

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
ど
う
や
っ
て
い
る
の

か
」
と
の
質
問
に
は
、「
組
織
の
中
に
も
い

る
が
、
外
部
の
リ
ー
ダ
ー
も
呼
ん
で
指
導

し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
の
答
え
が
あ
っ

た
。
今
後
の
交
流
を
期
待
し
つ
つ
、
再
会

を
約
し
て
事
務
所
を
辞
し
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
最
後
の
晩
は
、
初
日
に
お

会
い
し
た
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
代
表
ド
ゥ
ル
ガ
女

史
ら
４
人
に
ネ
パ
ー
ル
料
理
を
ご
馳
走
に

な
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
郷
土
舞
踊
を
鑑
賞

し
な
が
ら
、
郷
土
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
は
、
仏
教
発
祥
の
地
で
あ
る

が
、
現
在
は
隣
国
イ
ン
ド
と
同
様
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
が
国
教
と
な
っ
て
い
る
。
ヒ
ン
ズ

ー
教
の
教
え
自
体
が
、
カ
ー
ス
ト
制
度
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
女
性
を
差
別
す
る
こ
と
を

保
護
し
て
い
る
。
何
故
な
の
か
、
考
え
た
。

そ
れ
は
、
昔
か
ら
女
性
の
力
が
強
か
っ
た

の
で
、
男
女
平
等
の
教
え
だ
と
、
男
性
は

女
性
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
教
え
を
作

ら
な
い
と
ダ
メ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
女
性
は
そ
ん
な
こ
と
で
は
黙
っ
て

い
な
い
。
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
を
中
心
と
す
る
女
性

の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
パ
ワ
ー

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
感
じ
が
し
た
。
も
う

一
つ
、
ネ
パ
ー
ル
の
国
で
思
っ
た
こ
と
は
、

水
の
大
切
さ
だ
。
上
下
水
道
を
き
ち
ん
と

整
備
し
て
い
な
い
の
で
、
全
て
垂
れ
流
し

の
状
態
だ
。
や
が
て
汚
物
が
充
満
し
、
と

ん
で
も
な
い
結
果
と
な
る
こ
と
は
自
明
の

理
だ
。
開
発
援
助
も
先
を
読
ん
だ
支
援
が

大
切
と
痛
感
し
た
。

（
渡
辺
美
知
夫
記
）

ヒマラヤの山々を背景に（中央が平田代表）

ネパール最後の晩、FEDO代表からネパール料
理をごちそうになる（カトマンズ）


